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（
指
定
介
護
老
人
福
祉
施
設
の
人
員
、
設
備
及
び
運
営
に
関
す
る
基
準
の
一
部
改
正
）

第
六
条

指
定
介
護
老
人
福
祉
施
設
の
人
員
、
設
備
及
び
運
営
に
関
す
る
基
準（
平
成
十
一
年
厚
生
省
令
第
三
十
九
号
）

の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

目
次
中
「
基
本
方
針
（
第
一
条
）」を
「
趣
旨
及
び
基
本
方
針
（
第
一
条
・
第
一
条
の
二
）」に
改
め
る
。

２

介
護
老
人
保
健
施
設
に
係
る
法
第
九
十
七
条
第
四
項
の
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
基
準
は
、
次
の
各
号
に
掲
げ

る
基
準
に
応
じ
、
そ
れ
ぞ
れ
当
該
各
号
に
定
め
る
規
定
に
よ
る
基
準
と
す
る
。

一

法
第
九
十
七
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
、
同
条
第
四
項
第
一
号
に
掲
げ
る
事
項
に
つ
い
て
都
道
府
県
が
条
例

を
定
め
る
に
当
た
っ
て
従
う
べ
き
基
準

第
二
条
（
医
師
及
び
看
護
師
の
員
数
に
係
る
部
分
を
除
く
。）、
第
二

十
三
条
（
第
五
十
条
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。）並
び
に
第
四
十
八
条
第
二
項
及
び
第
三
項
の
規
定
に

よ
る
基
準

六

法
第
七
十
四
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
、
同
条
第
三
項
第
二
号
に
掲
げ
る
事
項
に
つ
い
て
都
道
府
県
が
条
例

を
定
め
る
に
当
た
っ
て
従
う
べ
き
基
準

第
百
五
条
の
七
第
一
項
（
専
用
の
部
屋
に
係
る
部
分
に
限
る
。）及
び

第
二
項
、
第
百
十
二
条
第
一
項
、
第
百
二
十
四
条
第
三
項
第
一
号
及
び
第
六
項
第
一
号
ロ
、
第
百
四
十
条
の
四

第
六
項
第
一
号
イ
^
（
床
面
積
に
係
る
部
分
に
限
る
。）、
第
百
四
十
三
条
第
一
項
第
一
号
（
療
養
室
に
係
る
部

分
に
限
る
。）、
第
二
号
（
病
室
に
係
る
部
分
に
限
る
。）、
第
三
号
（
病
室
に
係
る
部
分
に
限
る
。）及
び
第
四
号

イ
（
病
室
に
係
る
部
分
に
限
る
。）、
第
百
五
十
五
条
の
四
第
一
項
第
一
号
（
療
養
室
に
係
る
部
分
に
限
る
。）及

び
第
二
号
か
ら
第
四
号
ま
で
（
病
室
に
係
る
部
分
に
限
る
。）、
附
則
第
三
条
（
第
百
二
十
四
条
第
六
項
第
一
号

ロ
に
係
る
部
分
に
限
る
。）、
附
則
第
八
条
並
び
に
附
則
第
十
二
条
の
規
定
に
よ
る
基
準

七

法
第
七
十
四
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
、
同
条
第
三
項
第
三
号
に
掲
げ
る
事
項
に
つ
い
て
都
道
府
県
が
条
例

を
定
め
る
に
当
た
っ
て
従
う
べ
き
基
準

第
八
条
第
一
項
（
第
五
十
四
条
、
第
七
十
四
条
、
第
八
十
三
条
、
第

九
十
一
条
、第
百
五
条
、第
百
十
九
条
、第
二
百
五
条
及
び
第
二
百
十
六
条
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。）、

第
九
条
（
第
五
十
四
条
、
第
七
十
四
条
、
第
八
十
三
条
、
第
九
十
一
条
、
第
百
五
条
、
第
百
五
条
の
十
九
、
第

百
十
九
条
、
第
百
四
十
条
（
第
百
四
十
条
の
十
三
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。）、
第
百
五
十
五
条
（
第

百
五
十
五
条
の
十
二
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。）、
第
二
百
五
条
及
び
第
二
百
十
六
条
に
お
い
て
準
用

す
る
場
合
を
含
む
。）、
第
二
十
五
条
、
第
三
十
三
条
（
第
五
十
四
条
、
第
七
十
四
条
、
第
八
十
三
条
、
第
九
十

一
条
、
第
百
五
条
、
第
百
五
条
の
十
九
、
第
百
十
九
条
、
第
百
四
十
条
（
第
百
四
十
条
の
十
三
に
お
い
て
準
用

す
る
場
合
を
含
む
。）、
第
百
五
十
五
条
（
第
百
五
十
五
条
の
十
二
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。）、
第
百

九
十
二
条
、
第
百
九
十
二
条
の
十
二
、第
二
百
五
条
及
び
第
二
百
十
六
条
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。）、

第
三
十
七
条
（
第
五
十
四
条
、
第
七
十
四
条
、
第
八
十
三
条
、
第
九
十
一
条
、
第
百
五
条
、第
百
五
条
の
十
九
、

第
百
十
九
条
、
第
百
四
十
条
（
第
百
四
十
条
の
十
三
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。）、第
百
五
十
五
条（
第

百
五
十
五
条
の
十
二
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。）、
第
百
九
十
二
条
、
第
百
九
十
二
条
の
十
二
、
第
二

百
五
条
及
び
第
二
百
十
六
条
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。）、
第
六
十
九
条
（
訪
問
看
護
計
画
書
及
び
訪

問
看
護
報
告
書
の
提
出
に
係
る
部
分
を
除
く
。）、
第
七
十
一
条
、
第
百
五
条
の
八
第
一
項
、
第
百
二
十
五
条
第

一
項
（
第
百
四
十
条
の
十
三
及
び
第
百
五
十
五
条
（
第
百
五
十
五
の
十
二
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。）

に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。）、
第
百
二
十
八
条
第
四
項
及
び
第
五
項
、
第
百
三
十
条
第
七
項
、
第
百
四

十
条
の
七
第
六
項
及
び
第
七
項
、
第
百
四
十
条
の
八
第
八
項
、
第
百
四
十
六
条
第
四
項
及
び
第
五
項
、
第
百
四

十
八
条
（
第
百
五
十
五
条
の
十
二
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。）、
第
百
五
十
条
第
六
項
、
第
百
五
十
五

条
の
六
第
六
項
及
び
第
七
項
、
第
百
五
十
五
条
の
七
第
七
項
、
第
百
七
十
八
条
第
一
項
か
ら
第
三
項
ま
で
、
第

百
七
十
九
条
第
一
項
（
第
百
九
十
二
条
の
十
二
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。）及
び
第
二
項
（
第
百
九
十

二
条
の
十
二
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。）、
第
百
八
十
三
条
第
四
項
（
第
百
九
十
二
条
の
十
二
に
お
い

て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。）及
び
第
五
項
（
第
百
九
十
二
条
の
十
二
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。）並
び

に
第
百
九
十
二
条
の
七
第
一
項
か
ら
第
三
項
ま
で
の
規
定
に
よ
る
基
準

八

法
第
七
十
四
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
、
同
条
第
三
項
第
四
号
に
掲
げ
る
事
項
に
つ
い
て
都
道
府
県
が
条
例

を
定
め
る
に
当
た
っ
て
標
準
と
す
べ
き
基
準

第
百
五
条
の
六
及
び
第
百
二
十
三
条
（
第
百
四
十
条
の
五
に
お

い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。）の
規
定
に
よ
る
基
準

九

法
第
四
十
二
条
第
一
項
第
二
号
又
は
第
七
十
四
条
第
一
項
若
し
く
は
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
、
法
第
四
十
二

条
第
二
項
各
号
及
び
第
七
十
四
条
第
三
項
各
号
に
掲
げ
る
事
項
以
外
の
事
項
に
つ
い
て
、
都
道
府
県
が
条
例
を

定
め
る
に
当
た
っ
て
参
酌
す
べ
き
基
準

こ
の
省
令
で
定
め
る
基
準
の
う
ち
、
前
各
号
に
定
め
る
規
定
に
よ
る

基
準
以
外
の
も
の

第
一
章
の
章
名
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

第
一
章

趣
旨
及
び
基
本
方
針

第
一
条
を
第
一
条
の
二
と
し
、
同
条
の
前
に
次
の
一
条
を
加
え
る
。

（
趣
旨
）

第
一
条

指
定
介
護
老
人
福
祉
施
設
に
係
る
介
護
保
険
法
（
平
成
九
年
法
律
第
百
二
十
三
号
。
以
下「
法
」と
い
う
。）

第
八
十
八
条
第
三
項
の
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
基
準
は
、
次
の
各
号
に
掲
げ
る
基
準
に
応
じ
、
そ
れ
ぞ
れ
当
該

各
号
に
定
め
る
規
定
に
よ
る
基
準
と
す
る
。

一

法
第
八
十
八
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、
同
条
第
三
項
第
一
号
に
掲
げ
る
事
項
に
つ
い
て
都
道
府
県
が
条
例

を
定
め
る
に
当
た
っ
て
従
う
べ
き
基
準

第
二
条
、
第
十
三
条
第
七
項
、
第
二
十
一
条
（
第
四
十
九
条
に
お
い

て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。）、
第
四
十
三
条
第
八
項
並
び
に
第
四
十
七
条
第
二
項
及
び
第
三
項
の
規
定
に
よ
る

基
準

二

法
第
八
十
八
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
、
同
条
第
三
項
第
二
号
に
掲
げ
る
事
項
に
つ
い
て
都
道
府
県
が
条
例

を
定
め
る
に
当
た
っ
て
従
う
べ
き
基
準

第
三
条
第
一
項
第
一
号
ロ
、
第
四
十
条
第
一
項
第
一
号
イ
^
（
床
面

積
に
係
る
部
分
に
限
る
。）及
び
附
則
第
四
条
第
一
項
（
第
三
条
第
一
項
第
一
号
ロ
に
係
る
部
分
に
限
る
。）の
規

定
に
よ
る
基
準

三

法
第
八
十
八
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
、
同
条
第
三
項
第
三
号
に
掲
げ
る
事
項
に
つ
い
て
都
道
府
県
が
条
例

を
定
め
る
に
当
た
っ
て
従
う
べ
き
基
準

第
四
条
第
一
項（
第
四
十
九
条
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。）、

第
四
条
の
二
（
第
四
十
九
条
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。）、
第
十
一
条
第
四
項
及
び
第
五
項
、
第
十
三

条
第
八
項
、
第
十
九
条
（
第
四
十
九
条
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。）、
第
三
十
条
（
第
四
十
九
条
に
お

い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。）、
第
三
十
五
条
（
第
四
十
九
条
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。）、
第
四
十

二
条
第
六
項
及
び
第
七
項
並
び
に
第
四
十
三
条
第
九
項
の
規
定
に
よ
る
基
準

四

法
第
八
十
八
条
第
一
項
又
は
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
、
同
条
第
三
項
各
号
に
掲
げ
る
事
項
以
外
の
事
項
に
つ

い
て
都
道
府
県
が
条
例
を
定
め
る
に
当
た
っ
て
参
酌
す
べ
き
基
準

こ
の
省
令
で
定
め
る
基
準
の
う
ち
、
前
三

号
に
定
め
る
規
定
に
よ
る
基
準
以
外
の
も
の

第
二
条
中
「
介
護
保
険
法
（
平
成
九
年
法
律
第
百
二
十
三
号
。
以
下
「
法
」
と
い
う
。）」
を
「
法
」
に
改
め
る
。

第
三
条
第
一
項
第
一
号
イ
中
「
四
人
以
下
」
を
「
一
人
」
に
改
め
る
。

第
三
十
八
条
中
「
第
一
章
」
を
「
第
一
条
の
二
」
に
改
め
る
。

（
介
護
老
人
保
健
施
設
の
人
員
、
施
設
及
び
設
備
並
び
に
運
営
に
関
す
る
基
準
の
一
部
改
正
）

第
七
条

介
護
老
人
保
健
施
設
の
人
員
、
施
設
及
び
設
備
並
び
に
運
営
に
関
す
る
基
準
（
平
成
十
一
年
厚
生
省
令
第
四

十
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

目
次
中
「
基
本
方
針
（
第
一
条
）」を
「
趣
旨
及
び
基
本
方
針
（
第
一
条
・
第
一
条
の
二
）」に
改
め
、
第
一
章
の
章

名
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

第
一
章

趣
旨
及
び
基
本
方
針

第
一
条
を
第
一
条
の
二
と
し
、
同
条
の
前
に
次
の
一
条
を
加
え
る
。

（
趣
旨
）

第
一
条

介
護
老
人
保
健
施
設
に
係
る
介
護
保
険
法
（
平
成
九
年
法
律
第
百
二
十
三
号
。
以
下
「
法
」
と
い
う
。）第

九
十
七
条
第
一
項
に
規
定
す
る
療
養
室
、
診
察
室
及
び
機
能
訓
練
室
並
び
に
同
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
る
医
師
及

び
看
護
師
の
員
数
の
基
準
は
、
そ
れ
ぞ
れ
次
の
各
号
に
定
め
る
規
定
に
よ
る
基
準
と
す
る
。

一

療
養
室
、
診
察
室
及
び
機
能
訓
練
室
の
基
準

第
三
条
（
療
養
室
、
診
察
室
及
び
機
能
訓
練
室
に
係
る
部
分

に
限
る
。）、
第
四
十
一
条
（
療
養
室
、
診
察
室
及
び
機
能
訓
練
室
に
係
る
部
分
に
限
る
。）、
附
則
第
四
条
、
附

則
第
八
条
か
ら
附
則
第
十
一
条
ま
で
、
附
則
第
十
三
条
、
附
則
第
十
四
条
、
附
則
第
十
五
条
第
一
項
及
び
附
則

第
十
六
条
（
機
能
訓
練
室
に
係
る
部
分
に
限
る
。）の
規
定
に
よ
る
基
準

二

医
師
及
び
看
護
師
の
員
数
の
基
準

第
二
条
（
医
師
及
び
看
護
師
の
員
数
に
係
る
部
分
に
限
る
。）の
規
定
に

よ
る
基
準
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